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療育相談に関して筆者が作成した図1、 図2、 図3を 見ると以下のようなことが言える。
図1の 年齢別にみた主訴(症状)の割合を見ると、0歳では 「運動発達」の割合が58%を占め主訴
の大 きな原因になっている。1歳では 「運動発達」が38%であ り、続いて 「言語発達」が23%、「全
体発達」が20%を占め、1歳から「言語発達」の割合が増えてきている。2歳では 「言語発達」の割











図1年 齢別 にみた主訴(症状)の 割合(2006年度)(単位%)
一 あい ち ・子 どもNPOセ ンター編 集 『子 ども ・子育 て白書一名古屋版一』2007年、p109







2.処 遇方針 と子 どもの保育について
「処遇方針別 ・年齢別」の表1か ら、相談を受けた子 どもの処遇方針は、「特にフォローせず」





























A保育所では、入園の時に子 どもたちが好 きな布 をはった着替えが入った箱を保護者に作って





になった。担任 は信頼関係をつ くるため、 くす ぐり遊びやわらべうた遊び等身体が触れ合う遊び













言葉がうまく話せないA男 のことが少 しずつ理解 されてきて、友だちのA男への援助の仕方に変
化がみられるようになってきた。
〈製作や手先を使った遊びの様子〉
給食の時はスプーンやフォークはまだ上から握 り、下か ら握るのは難 しかった。製作等では
自分ができないとわかるとす ぐにあきらめ、机の下にもぐってしまう。A男 にできることは何か
を考え教材の準備等を工夫した。その結果として、課題の取 り掛か りのところで一対一で援助 し
作成 しやす くすると出来たという喜びになり、 もっとや りたいという意欲につながった。「Aく
んができた」「すごい!」と友だちの声 も聞かれ、友だちに認められることが増えてきた。あや と
りや独楽まわしは、やりたい気持ちはあるが指先が思うように動かなくてす ぐにあきらめていた。





「春をよぶ子 ども会」では劇あそび 「わっしょいわっしょいぶんぶんぶん」の取 り組みの中でA
男は真っ先に自分からブタの役 に手をあげた。ブタはA男 のマークで、親 しみの持てる役のよう
だった。短いセリフでも保育士や友だちと一緒に言いながら覚えていった。A男 が 「ぼ くはブタ
です。ぶ一ぶ一となくからいれて」と言うと、他の動物役の友だちが 「いいよ」と答えてくれる。
そんな繰 り返しの中で劇遊びを楽 しみ、自分の順番を待って一人で大 きい声で言うことができる
ようになった。会話も随分長 く続 くようになり生活経験を自分から手をあげて 「きのうパパ とマ
　
マとね一、かいものいったの。ボケモンのぬ りえをかったの」と発表 した。クラスのみんなに認

























ル遊びや靴の履 き方についてのことばかけに見 られたように、担任は一対一での会話を多 く持ち、
物 と名前、動作に言葉を添えて丁寧に話すようにした。
中川信子4は、ことばは全体発達の一部で 「まるごとの人間としての全体発達にともなつて、こ





















① 「友だちと一緒にブロック遊びをした くて近 くで見ている」A男の思いを保育士が男の子た
ちに伝える。保育士に仲介 してもらうことにより、 ことばで上手 く言えないA男 が男の子た
ちに「入れて」と自分で言う。
②男の子たちはA男がす ぐにブロックを壊すことを遊びに入れない理由にしていたが、保育士
が 「一緒に遊びたいけれどまだ作 り方がよくわからないので、教えて くれる」と話すと、A
男がブロックをこわす理由を理解 した。男の子たちは 「今度からロボッ トめ作 り方を教えて
あげる」と答え、A男 を遊びに入れて くれるようになった。
以上のように、A男 の思いを理解した男の子たちは、A男 を遊びに誘い、クラスの仲間




て暫 くして保護者か らA男 と友達の関係について相談があった。A男 の様子について心配なこと
があった り、友だちとの トラブルがあった時など、できるだけ丁寧にA男 の様子を話 したり、連
絡帳で様子を伝 えた りする中で集団生活の中でのA男 の姿を理解 してもらうことが必要である。
また、保護者か らは連絡事項だけでなく家庭でのA男 の様子や保護者の心配なことなどを伝えて
きてお り、A男 を支える保護者 と保育者が、信頼関係 を形成することが必要である。「育てにく
い子」と感 じなが ら子育てに悩んできた保護者の気持ちに寄 り添い子 どものことを一緒に考え、
話し合 える関係づ くりが必要である。そして、統合保育の取 り組みを伝えることを通 して、保護






ず傷つ き自信 をな くしている。
[自信を持てるようにするための取 り組み]
第一に、今A男 にできることを考え、課題に取 り組みやすい工夫をして準備 した り、一対一で
丁寧に援助 したりすることが大切である。クラスで課題に取 り組む時に、例えばはさみを使 う課
題のときは、切 りはじめのところに取 りかかりやすい工夫をしてお く。独楽やあやとりなどに取
り組む時は、簡単なものから取 り組み、時間をかけて保育士 と一緒に取 り組み 「できた」という
経験を重ね自信を持てるようにする。
























































多いなどを指摘 し、保育所の質の向上に向けた具体的取 り組みのポイントとして 「保育実践のノ
ウハウや効果についても、科学的根拠 を示 して公開し、民間保育所とともに学ぶ仕組みを行政が
つ くる」「時代が求める保育所の役割(全ての子どもの育ちの支援)を真剣 に考え、率先 して質の








筆者も名古屋市の統合保育研修に助言者 として参加 し、後藤秀爾 らの講師から助言を受けなが
ら自閉症児の描画や遊びをてがか りに、 自閉症児の内面を理解する視点から「自閉症児 との統合
保育についての考察」をグループで共同研究をした。その後 も自主的に共同研究を続け、筆者ら
の統合保育実践のまとめから 「統合保育か ら特別支援教育への移行課題」として以下の点に取 り
組んでいくことが必要であることを明 らかにした10。「統合保育か ら特別支援教育への移行課題」
としては、①統合保育の中で安心できる保育士と友だちの存在が重要である。②児の特性に配慮
しなが ら好 きなことやものを手がか りに行事にも取 り組み、児が満足感や達成感を味わい、友だ
ちに認められる経験 を重ねる。③ 「個別指導計画」を作成 し、児の成長した点を確認 し、保護者
の合意の元に小学校に伝える。④就学に向けて保護者への助言と学校との橋渡 しをする。⑤小学
校の見学や行事参観、体験授業の経験をする。⑥小学校か らの保育参観や保育参観後の懇談をす
るなどである。以下の図6で示 した様 に、保育士は統合保育の中で障害のある子の 「個別指導計
画」を作成 し、「サポー トブック作成」をする保護者に協力 し、保護者 と「子どもの姿の共通理解」
を深め小学校に伝 えてい くことが必要である。
おわりに





今回の統合保育実践の事例 としては、詳 しく触れていないが、同じクラスのB男(自 閉症)の
場合は、非言語 コミュニケーションが主であったが要求を伝える人がわか り障害児対応保育士と
の三項関係11が育ってきた。担任との関係が不十分だったので、必要な場合は打ち合わせをして
役割分担をした。事例で示 した様に保育実践を振 り返 り保育者の子 ども理解 を深め、職員間の連














を結びつけた 「二語文」が出現すると述べ、4歳～5歳で一応の完成期 としている。A男 の場合は、2
歳ごろから3歳半ごろの多語文、従属文の発生及び文章構成期の発達過程にあると思われる。
6「 特集 『保育所の実態調査』から見えるもの」全国社会福祉協議会 全国保育協議会発行 『ぜんほきょ
う』、No.181号、2008年5月、p.2-61
7同 上書、No.181号、p.6
8前 掲書、No.188、2008年、12月、p2-7関川芳孝氏の「平成20年度公立保育所 トップセミナー」での「保
育所の質の向上のためのアクションプログラムの具体化に向けた公立保育所の役割」の講義をもとに
掲載 している。
9名 古屋市の公立 ・民間保育所の15年目以上の保育士を対象にグループでの研修を行っている。
l0酒 井教子、米谷淳子、那須 とよみ『日本保育学会第61回全国発表論文集』p.590及び発表資料より
11萩 野美佐子著、第1章「コミュニケーションをどう育てるか」、後藤宗理編著 『保育現場のコミュニケー
ションー発達心理的アプローチー』あい り出版、2008年、p8萩 野は、「コミュニケーションは、誰か
(自己)が誰か(他者)と何か(X・モノ)を共有することによって成 り立ちます。このようなコミュニケー
ション成立の基本構造を『三項関係』といいます」と述べている。
(研究紀要編集部は、編集発行規程第5条 に基づき、本原稿の査読を論文審査委員会に依頼 し、本原稿を
本誌に掲載可とする判定を受理する。2009年5月15日付)。
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